
岩手県看護連盟青年部の一大イベント！
若手会員研修会（ポリナビワークショップinいわて）を

１０/１９（土）に開催しました！！

講師は各県連盟でも大人気の岡山さんでした！！

参加されたみなさん！いい話がたくさん聞けましたね！
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若手看護職の皆さんにご参加いた
だき、看護の未来を真剣に考えまし
た。GWでは、今以上に厳しくなる看
護人材の確保、業務効率化をどのよ
うに進めて限られた人員で対応する
のか、活発な議論がなされました。
どこかの偉い人が未来を決めるので
はなく、自分たちが実現したい看護
の未来の議論に、自分たちから参画
するという思いを共有できたと感じ
ました。素敵な議論でした！

「青年部ビジョン」も考えるなかで、いろん
な楽しい方法で、看護師に看護連盟と政
治に関心を持たせる工夫や、同じ志を持
つ仲間との討論会や未来の看護の展望を
聞き、モチベーションが爆上がりでした！
岩手県青年部最高！！

青森県青年部 横濱さんから講師 岡山さんから

少子高齢化による、未来の働き手減少の問題解決の1つとして、医療・看護DXの導入がす
すめられています。音声入力による記録業務の効率化や、個人のこれまでの既往歴・受診歴
等のデータを病院内で共有し、現場の負担軽減に向けた対策です。また、看護師の賃金の話
がありました。特に「看護職員処遇改善評価料」の新設が神奈川県青年部の調査結果をもと
に国会議員が国会で訴えたことで実現したことにびっくり！こういった実現によって看護連盟
の活動が周知され、よりよい環境で働けるようになったらいいなと思います。今回、研修会の
企画から開催までを無事に終え、達成感と充実感でいっぱいになりました。
「こうなったらいいな」という現場の意見が、新しい変革のきっかけに
なるかもしれません。

「2040年問題を含む、
現在から未来に向けての問題提起と解決方法の提案」

忍 和明
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